
熊本地震後の白川流域の状況について

資料２



○ 前震
発生日時：４月１４日（木）21時26分

震 源 地 ：熊本県熊本地方（北緯32°44、東経130°48）

震源の深さ：11km

地震の規模：マグニチュード６．５

＜各地の震度＞

震度７ 益城町

震度６弱 玉名市、西原村、宇城市、熊本市

（出典：気象庁発表より）熊本地震の概要（前震・本震：発生日時、震源地、震度分布等）

○ 本震
発生日時：４月16日（土）01時25分

震 源 地 ：熊本県熊本地方（北緯32°45、東経130°45）

震源の深さ：12km

地震の規模：マグニチュード7.3

＜各地の震度＞

震度７ 西原村、益城町

震度６強 南阿蘇村、菊池市、宇土市、大津町、嘉島町

宇城市、合志市、熊本市

平成２８年熊本地震の概要
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 内陸及び沿岸で発生した主な地震の
地震回数比較

※本震を含む:マグニチュード3.5以上
気象庁作成 7月12日12時30分現在

7月12日12時30分現在
出典：気象庁報道発表資料

震央分布図中の青・緑・茶色の
各線は、地震調査研究推進本部
の長期評価による活断層を示す。

熊本県から大分県にかけての地震活動状況
○4月14日以降、熊本県熊本地方、阿蘇地方、大分県中部等にかけての広い範囲で地震活動が

活発化。震度１以上を観測した回数は1,888回（7月14日まで）
○過去の内陸及び沿岸で発生した主な地震との地震回数(M3.5以上)を比較すると過去最多

平成２８年熊本地震の概要
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地震後の堤防緊急点検の結果

詳細

菊池川

白川

緑川

菊池川左岸
8k600付近

玉名市

変状箇所●

凡 例

位置図

水系名
変状

箇所数

菊池川 1

白川 44

緑川 127

合計 172

○緊急点検の結果、緑川水系、白川水系及び菊池川水系の１７２箇所において、堤防天端のひび
割れや堤体の沈下などの変状を確認しました。

（H28.5.2 時点）（H28.5.2 時点）
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変状箇所

緊急的な復旧工事 箇所

上益城郡甲佐町⽥⼝地先(左岸)

上益城郡甲佐町津志⽥地先(左岸)

熊本市南区富合町上杉地先(左岸)

熊本市南区城南町永地先(左岸)

御船川

熊本市南区富合町釈迦堂地先(左岸)

熊本市南区城南町⾼地先 (左岸)

熊本市南区富合町⼩岩瀬地先(左岸)

熊本市南区野⽥地先(右岸)

熊本市南区野⽥地先(右岸)

熊本市東区画図町下無⽥地先(右岸)

白川

上益城郡嘉島町下仲間地先(右岸)

（H28.5.2 時点）（H28.5.2 時点）

位置図

菊池川
緑川

⽩川

水系名
変状

箇所数

菊池川 1

白川 44

緑川 127

合計 172

地震後の河川堤防緊急点検の結果
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白川・緑川の被災状況

白川 右岸8k800：熊本市 白川 左岸13k000：熊本市

緑川 右岸8k900：熊本市緑川左岸8k400：熊本市

■白川の被災状況

■緑川の被災状況

パラペットの沈下 石積みブロックの崩壊

堤体の変状 堤体の変状
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沈下量
-20ｃｍ

沈下量
-50ｃｍ

【白川の堤防沈下の状況】
○地震後の堤防沈下量がHWLを下回る箇所は無い。
○地殻変動に伴う沈下量を考慮した地震後の堤防高で、20cm以上の沈下量は、白川特殊堤区間で3箇所程度。

特殊堤 土 堤 特殊堤

沈下量
-20ｃｍ

ＨＷＬ

■白川（右岸）堤防沈下状況

地震後の堤防の沈下状況

堤防沈下量＋広域地盤沈下量

堤防沈下量

変状箇所（激特事業区間）

【 凡 例 】

変状箇所

要耐震対策区間

耐震対策済み区間

第２回白川・緑川堤防調査委員会資料より

照査外水位※１

※１ 14日間に発生する確率が1/10の河川流量に対応する水位
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沈下量
-20ｃｍ

沈下量
-50ｃｍ

土 堤 特殊堤

ＨＷＬ

照査外水位※１

■白川（左岸）堤防沈下状況

堤防沈下量＋広域地盤沈下量

堤防沈下量

変状箇所（激特事業区間）

【 凡 例 】

変状箇所

要耐震対策区間

耐震対策済み区間

地震後の堤防の沈下状況

第２回白川・緑川堤防調査委員会資料より※１ 14日間に発生する確率が1/10の河川流量に対応する水位
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堤防調査委員会について

○緑川・白川堤防調査委員会は、平成28年熊本地震により被害を受けた堤防等の河川管理施設の変状原
因を究明し、変状に応じた本格的な復旧工法等を検討することにより、堤防等の安全性を高め、再度の
災害防止に資することを目的としています。

■委員 （◎は委員長）
◎秋山 壽一郎 教授（九州工業大学）

大本 照憲 教授（熊本大学大学院自然科学研究科）

岡村 未対 教授（愛媛大学大学院理工学研究科）

佐々木 哲也 上席研究員（国立研究開発法人土木研究所
地質・地盤研究グループ土質・振動チーム）

中川 一 教授（京都大学防災研究所）

服部 敦 室長（国交省国土技術政策総合研究所河川研究部河川研究室）

前田 健一 教授（名古屋工業大学社会工学科）

安福 規之 教授（九州大学大学院工学研究院社会基盤部門）

■委員からの主な意見

○本復旧対策工は「河川構造物の耐震性能照査指針」及び
「河川堤防の液状化対策の手引き」の考え方を基本として
検討する。

○土堤、特殊堤、樋管等構造物の対策工については、変状
の事象と程度に応じた工法とする。（下図参照）
その考え方については整理すること。

○必要な地質調査や物理探査の実施に加え、開削調査など
も検討すること。

○水防警報等の基準水位の暫定引き下げ、河川巡視頻度の
拡充、重点監視等の実施に併せ、上流ダムの運用の工夫
なども含め、現時点で出来うる最大限の対応が必要。

（軽微なクラックの場合） （堤体のゆるみが大きい場合）

（土堤の例）

堤体のゆるみ

緊急復旧の実施
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○早期の警戒体制を確立し、早めの水防活動や避難に資するため、水防警報及び洪水予報の基準水位を暫定的に
引き下げています。

○堤防等の河川管理施設の変状を迅速に察知するため、平常時の河川巡視頻度を増やすとともに、出水時の河川
巡視を通常よりも早い段階で開始するなど、出水期間中の監視体制を強化します。

■河川の巡視体制強化 出水時の河川巡視平常時の河川巡視

避難基準の暫定運用

⽔系名 予報区域名 河川名 洪⽔予報
基準地点
・

⽔防警報
基準地点

量⽔標設
置場所

⽔防団
待機⽔
位

氾濫注
意⽔位

避難判
断⽔位

氾濫危
険⽔位

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

緑川 緑川⽔系 緑川 中甲橋 下益城郡美
⾥町岩下

2.00 3.00 4.10 4.60

1.70 2.00 3.00 4.10

緑川 緑川⽔系 緑川
浜⼾川

城南 熊本市南区
城南町⼤字
千町

3.30 4.30 5.80 6.20

2.90 3.30 4.30 5.80

緑川 緑川⽔系 御船川 御船 上益城郡御
船町⼤字御
船

2.00 3.00 3.60 4.30

1.60 2.00 3.00 3.60

緑川 緑川⽔系 加勢川 ⼤六橋 上益城郡嘉
島町三郎無
⽥

2.50 3.20 3.90 4.40

2.20 2.50 3.20 3.90

⽩川 ⽩川 ⽩川 代継橋 熊本市中央
区紺屋今町

2.50 3.70 4.70 5.00

2.00 2.50 3.70 4.70

■水防警報、洪水予報の基準水位の暫定的な引き下げ 【４月２８日から】

上段：現行基準（ｍ）
下段：暫定運用（ｍ）

項目 これまで 当面 備考

洪水時巡視の出動基準
氾濫注意水位に達

したとき
水防団待機水位
に達したとき

一定規模以上の降雨時 － 大雨警報発令時 降雨による影響を考慮

平常時巡視の巡視頻度 週２回 隔日 高頻度で巡視を実施

堤防

【現⾏基準】

危
険

警
戒

注
意

レ
ベ
ル
４

レ
ベ
ル
３

レ
ベ
ル
２

レ
ベ
ル
１

危
険

警
戒

注
意

レ
ベ
ル
４

レ
ベ
ル
３
レ
ベ
ル
２

レ
ベ
ル
１

⽔防団待機⽔位

氾濫注意⽔位

避難判断⽔位

氾濫危険⽔位

レ
ベ
ル
５

レ
ベ
ル
５氾濫の発⽣ 氾濫の発⽣

避難判断⽔位

氾濫危険⽔位

氾濫注意⽔位

⽔防団待機⽔位
（出 動） （準 備）

【地震を踏まえた暫定運⽤】
地
震
に
よ
り
堤
防
が
変
状

（準 備）

【氾濫注意情報】

（出 動）【氾濫警戒情報】

【氾濫危険情報】

【氾濫注意情報】

【氾濫警戒情報】

【氾濫危険情報】

【 】書：洪水予報
（ ）書：水防警報

⽔防団待
機⽔位

氾濫注意
⽔位

避難判断
⽔位

氾濫危険
⽔位

⽔防団が⽔
防活動の準
備を始める
⽬安となる
⽔位。

のり崩れ、
洗掘、漏⽔
などの災害
が発⽣する
危険性があ
る⽔位。⽔
防団が出動
して河川の
警戒にあた
る⽔位。

市町村⻑に
よる避難準
備情報の発
令判断の⽬
安であり、
住⺠のはん
濫に関する
情報への注
意喚起にな
る⽔位。

市町村⻑
による避
難勧告等
の発令判
断の⽬安
であり、
住⺠の避
難判断の
参考にな
る⽔位。

参考
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熊本地震後の白川の出水状況

※S28～S31（代継橋観測開始前）については計算値

地震発生後、白川では比較的大きな出水が２回発生（6/21：約1500m3/s前後，6/29：約800m3/s前後）

H28

代継橋地点年最大流量（S28～H27）

6/21

6/29

※H27,H28については速報値であり今後変わることがある
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白川水系における河川管理体制の強化

大型土のう

200個

土のう

400 個

大型土のう

350個

■河川内の堆積土砂を撤去して、川の流れを改善します

 国管理区間の３カ所で完了。現在、渡鹿地区の堆
積土砂を撤去中。

土のう(300個)備蓄

土のう(300個)備蓄

■水防資材の備蓄や排水ポンプ車の事前配備により、万が一に備えます

 大型土のうを２箇所（計550個）に備蓄するとともに、土のうを２箇所（計
1,000個）に備蓄。

 排水ポンプ車を熊本河川国道事務所 緑川下流出張所に６台事前配備。

（H28.5.31より配備中）

堆積土砂定点観測

量水表を設置し監視

土砂撤去済み

渡鹿地区

土砂撤去中

凡例

:備蓄箇所

:土砂撤去箇所（済）

:土砂撤去箇所（撤去中）

:堆積土砂定点観測箇所

熊本河川国道事務所緑川下流出張所に
排水ポンプ車6台を事前配備

※平成２８年６月１０日記者発表資料
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白川における出水後の土砂の堆積状況①

■国管理区間（白川10K500付近）

■県管理区間（白川43K200付近）

H28.6.10撮影 H28.7.5撮影

H28.5.30撮影 H28.7.4撮影
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白川における出水後の土砂の堆積状況②

①

②

■県管理区間（白川34k600付近）

断面①

平面図

横断図

②

①

断面①

最大約4ｍ堆積
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白川における堆積土砂の撤去状況

○河川巡視において堆積土砂の監視を強化し、堆積した土砂の撤去を実施しています。

■国管理区間（白川12K000付近）

■県管理区間（白川33K800付近）

※平成２８年５月１８日時点

※平成２８年６月１０日時点
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○明午橋の橋脚に流木が堆積していたため、６月２２日より流木の緊急的に撤去作業に着手し、
２３日に完了しました。

国管理区間における流木の撤去状況（明午橋）

橋脚に堆積した流木の撤去は完了しましたが、搬出作業を継続して行う
とともに、その他の橋梁等に堆積している流木の撤去も進める予定です。

流木堆積状況

撤去した流木（仮置き）

作業状況

撤去完了

夜間作業の状況
２４時間施工で撤去！

※作業にあたっては、天候、水位等を勘案のうえ作業員の安全を確保しながら実施しています。 ※平成２８年６月２４日記者発表資料
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流木堆積状況
堆積流木吊り上げ

流木積み込み、搬出

○吉原橋の橋脚に流木の堆積していたため、6月21日より流木の緊急的に撤去作業に着手し、２
５日に撤去完了。

※平成２８年６月２５日 熊本県発表資料に一部加筆

県管理区間における流木の撤去状況（吉原橋）

撤去完了
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○白川上流（立野周辺）において、河川内にアプローチするための道路の復旧に併せて、河川内
の流木等の撤去を実施。

国管理区間における流木の撤去状況（立野地区）

※平成２８年５月３１日記者発表資料

流木撤去作業状況

流木集積作業状況

各管理区間毎の流木撤去量
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